
第３回 鷹栖町上下水道事業審議会 

次  第 
 

開催日：令和８年８月 28 日（金）   
時 間：午前９時から              
場 所：鷹栖町役場３階 委員会室 A  

 

 
１ 開会 
 
２ 議事 

(1) 上下水道事業に関するアンケート結果報告 
(2) 事前質問の回答 
(3) 料金・使用料改定率、体系、請求方法の検討 

 
３ 配付資料 
 ・資料１ 2026 鷹栖町上下水道事業に関するアンケート結果 
 ・資料２ 事前質問と回答 
 ・資料３ 鷹栖町上下水道事業審議会 説明資料 
 ・資料４ 料金・使用料改定案 
  
４ 次回開催日程 
 日時：令和８年９月４日（金） 午後２時～４時 
 場所：役場３階 会議室 
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令和８年度 鷹栖町上下水道事業審議会

2026.8.28 第３回審議会

鷹栖町 建設水道課

1

資料３
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１ 第１回審議会（6/29）の振り返り
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１ 第１回審議会（6/29）の振り返り

・人口減少による料金・使用料収入の減少
・物価高騰による維持管理費の増加
・老朽化した施設の更新や災害対策のための工事費の増加

第１回審議会（令和８年６月29日）

経営状況

→料金・使用料の見直しが必要

料金・使用料水準と体系の考え方
・事業経営にかかる費用は水道料金や公共下水道使用料収入で賄わなければ
ならない。

・料金は健全な運営を確保できるものでなければならない。

→算定要領に基づき、料金や使用料水準を算定
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１ 第１回審議会（6/29）の振り返り

水道料金及び公共下水道使用料の①改定率、②体系、③請求方法について
ご意見をいただきます。

水道料金及び公共下水道使用料のあり方

令和８年度の諮問事項

１ 段階的に使用料を見直していくことで、町の一般会計からの繰入金も段
階的に見直していく必要があります。

２ 大口使用者と小口使用者に負担の格差が生じています。
負担の公平性の観点から、さらなる逓増度の緩和を望みます。

３ 社会情勢や経営状況を踏まえながら、適正な水道料金及び下水道使用料
の設定を視野に入れ、経費の節減と経営の健全化に努めてください。

令和３年度 答申時の付帯意見
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現行の水道料金・公共下水道使用料体系

１ 第１回審議会（6/29）の振り返り

【現行】
・基本水量制：８㎥までの使用水量に対する一律の基本料金・使用料
・用途別 ：家事用、家事用以外、会館消防用の３区分
・逓増制 ：家事用以外に適用される超過料金

6

（税抜）

基本料金
（８㎥まで）

基本使用料
（８㎥まで）

家事用

９～20㎥ 220円 ９～20㎥ 156円

21～50㎥ 249円 21～50㎥ 166円

51㎥以上 268円 51㎥以上 210円

会館消防用 3,240円 2,496円

家事用以外
1,760円 1,248円

220円

220円 156円

超過料金
（９㎥以上１㎥当たり）

超過使用料
（９㎥以上１㎥当たり）

水道料金（平成19年改定） 下水道使用料（令和４年改定）

156円



算定要領に基づく体系

１ 第１回審議会（6/29）の振り返り

・基本水量制は徐々に解消すること
・超過料金は使用者群の差異に関わらず均一料金とすること

現行の料金体系
水道料金算定要領に基づく

料金体系

基本料金・使用料

8㎥8㎥

【基本水量制】

基本料金・使用料

従量料金

・使用料 従量料金・使用料

現行の体系 要領に基づく体系

7



２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討
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２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

水道料金・下水道使用料の算定期間

料金・使用料の安定性、期間的負担の公平、原価の把握の妥当性及び経営
責任などを考慮し、算定時からおおむね３～５年を基準に設定すること。

日常生活に密着した公共料金としての性格から、できるだけ安定性を保つ
ことが望まれる反面、余りに⾧期にわたって期間を設定することは、予測
の確実性を失うことになるため、一般的には３～５年程度に設定すること。

9

水道料金算定要領

下水道使用料算定の基本的考え方

（公益社団法人 日本水道協会）

（公益社団法人 日本下水道協会）

算定期間を令和９年度～13年度までの５年間とする
健全な経営を確保できる、公正妥当な料金を算定しなければならない



２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

水道料金・下水道使用料の算定方法

「水道料金算定要領」に基づき総括原価を算定し、水道料金へ割り当てる水道

金額

267,771,183

79,880,959

検針・集金関係費 29,447,136

量水器関係費 ー

その他管理業務費 49,657,323

小計 79,104,459

426,756,601

449,215,209

ー

875,971,810

25,560,849

282,338,216

307,899,065

控除項目 43,903,719

1,139,967,156

費用

営業費用

※２

資本費用

維持管理費
一般管理業務部門費

合計

減価償却費

資産減耗費

合計（A）

支払利息

従量料金

基本料金資産維持費 ※３

合計（B）

（C)

（A）+（B）-（C）

原浄水部門費

配給水部門費

水道料金総括原価 ※１



６ 経営戦略と投資・財政計画の改定

鷹栖町水道事業

※鷹栖町水道事業経営戦略P48

■収益的収支（税抜）
R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R1

1 水道事業収益 167,361 203,619 199,885 197,588 195,316 193,111 190,946 18
1 営業収益 142,012 178,454 174,763 172,258 169,782 167,306 164,830 1

給水収益 133,776 170,184 166,459 163,919 161,408 158,897 156,385 1
受託工事収益 1,845 1,873 1,901 1,930 1,959 1,988 2,018
他会計負担金 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000
　　うち基準内 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000
　　うち基準外 - - - - - - -
その他営業収益 391 397 403 409 415 421 427

2 営業外収益 25,349 25,165 25,122 25,330 25,535 25,805 26,116
受取利息及び配当金 125 125 125 125 125 125 125
他会計補助金 2,109 2,141 2,173 2,206 2,239 2,272 2,306
　　うち基準内 2,109 2,141 2,173 2,206 2,239 2,272 2,306
　　うち基準外 - - - - - - -
⾧期前受金戻入 23,115 22,900 22,824 23,000 23,171 23,408 23,684

1 水道事業費用 178,596 180,664 185,611 189,289 200,288 198,335 207,513 21
1 営業費用 175,005 176,601 180,765 183,361 193,512 190,658 198,058 2

原水及び浄水費 52,432 52,715 52,995 53,396 53,841 54,289 54,737
配水及び給水費 19,563 19,857 20,154 20,457 20,764 21,075 21,391
受託工事費 1,845 1,873 1,901 1,930 1,959 1,988 2,018
総係費 17,152 17,410 17,671 17,936 24,995 18,478 18,755
減価償却費 84,012 84,746 88,044 89,643 91,954 94,829 101,156 1

2 営業外費用 3,591 4,064 4,846 5,928 6,777 7,677 9,455
支払利息 2,854 3,324 4,103 5,182 6,028 6,925 8,700
雑損失 737 740 743 746 749 752 755

△ 11,235 22,955 14,273 8,299 △ 4,972 △ 5,224 △ 16,567 △ 

■資本的収支（税込）
R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R1

1 水道事業資本的収入 103,420 153,287 60,069 73,126 73,597 112,568 139,421 11
1 負担金 15,420 15,287 15,141 15,063 15,214 15,236 15,254

負担金 2,375 2,196 2,004 1,879 1,982 1,956 1,924

当年度純利益

（単位：千円）
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２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

水道料金・下水道使用料の算定方法

「下水道使用料の基本的考え方」に基づき対象経費を算定し、下水道使用料へ割り当てる下水道

※１ 投資・財政計画で試算した算定期間内の必要経費
※２ 営業費用・維持管理費～水道水の供給や下水を処理するための費用（修繕費、委託料、光熱水費、負担金など）
※３ 資産維持費～水道管や下水道施設を更新するために積み立てるための費用（＝利益）

減価償却費 686,560,437 459,777,041 189,838,622 36,944,774

企業債等

支払利息
26,464,758 ー 7,317,685 19,147,073

小計 713,025,195 459,777,041 197,156,307 56,091,847

管渠費 32,928,515 ー 9,104,958 23,823,557

処理場費 329,832,165 ー 91,200,833 238,631,332

業務費 28,621,784 ー 7,914,118 20,707,666

総係費 35,803,974 ー 9,900,042 25,903,932

小計 427,186,438 ー 118,119,950 309,066,488

170,006,070 ー 21,139,134 148,866,936

1,310,217,703 459,777,041 336,415,391 514,025,271

維持管理費

※２

資産維持費 ※３

合計

使用料
対象経費

基本使用料

従量使用料

費用 経費 ⾧期前受金戻入 その他控除

資本費

下水道使用料使用料対象経費 ※１



６ 経営戦略と投資・財政計画の改定

鷹栖町公共下水道事業
（単位：千円）

※鷹栖町公共下水道事業経営戦略P47

■収益的収支（税抜）
令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和1

1 下水道事業収益 267,244 208,582 211,964 217,370 229,603 247,279 230,115
1 営業収益 95,518 93,492 105,069 103,489 102,442 101,407 100,373

下水道使用料 67,727 65,786 77,260 75,577 74,416 73,269 72,121
受託工事収益 1,818 1,818 1,818 1,818 1,818 1,818 1,818
他会計負担金 25,972 25,888 25,991 26,094 26,207 26,320 26,434
  うち基準内 25,972 25,888 25,991 26,094 26,207 26,320 26,434
  うち基準外 - - - - - - -
その他営業収益 1 - - - - - -

2 営業外収益 171,726 115,090 106,895 113,881 127,162 145,872 129,743
受取利息及び配当金 1 1 1 1 1 1 1
一般会計補助金 59,621 31,782 20,171 23,781 33,948 41,074 33,876
  うち基準内 59,621 31,782 20,171 23,781 33,948 41,074 33,876
  うち基準外 - - - - - - -
国庫補助金 11,500 - - - - 10,500 0
⾧期前受金戻入 92,738 83,307 86,722 90,099 93,213 94,296 95,866
雑収益 7,866 - - - - - -

3 特別利益 - - - - - - -
1 下水道事業費用 274,107 207,257 211,930 217,193 228,701 245,919 229,591

1 営業費用 259,841 202,199 206,958 212,397 223,938 240,183 224,808
管渠費 6,175 6,091 6,120 6,149 6,179 6,209 6,271
ポンプ場費 27,841 27,969 28,235 28,503 28,775 29,049 29,326
処理場費 44,695 37,178 36,750 36,309 36,109 35,907 35,698
受託工事費 1,818 1,818 1,818 1,818 1,818 1,818 1,818
総係費 28,670 8,920 7,798 7,876 14,054 27,125 8,114
減価償却費 125,588 120,222 126,238 131,742 137,003 140,076 143,581
資産減耗費 25,054 - - - - - -

2 営業外費用 14,265 5,059 4,972 4,796 4,763 5,736 4,782
支払利息 5,499 5,059 4,972 4,796 4,763 4,781 4,782
雑損失 8,766 - - - - 955 -

△ 6,862 1,325 33 177 902 1,360 525

■資本的収支（税込）
令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和1

1 下水道事業資本的収入 231,687 215,045 162,812 165,406 153,311 136,257 116,454
1 企業債 90,000 46,595 35,174 40,300 39,300 34,300 63,050

当年度純利益

13



２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

料金体系の制度概要

※上記は水道料金体系の制度です。

14



２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

地方公営企業

料金体系の制度概要

制度 内容

一部料金制 定額料金か従量料金のどちらかを採用した制度

二部料金制 基本料金と従量料金を組み合わせた制度

基本料金 使用者が水使用の有無にかかわず徴収される料金

用途別 使用用途（家事用、家事用以外など）で区分し、料金を賦課する制度

口径別 水道メーターの口径の大きさで区分し、料金を賦課する制度

基本水量 一定水量を付与し、その範囲内の使用者に対し定額の基本料金のみを
負担させる制度

従量料金 使用水量に応じて徴収される制度

逓増制 使用水量が増加するに従い単価が上がる制度

逓減制 使用水量が増加するに従い単価が下がる制度

均一制 使用水量にかかわらず、単価を均一とした制度

15



２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

料金体系の制度概要

基本料金
基本料金は、各使用者が水使用の有無にかかわらず徴収される料金であり、
給水管の口径別により適当な使用者群に区分して設定する。

従量料金
従量料金は、実使用水量に単位水量当たりの価格を乗じて算定し徴収され
る料金であり、使用者群の差異にかかわらず均一料金制とする。

・料金は、公正妥当なものでなければならず、かつ、能率的な経営の下に
おける適切な原価を基礎とし、地方公営企業の健全な運営を確保できる
ものでなければならない。

・特定の者（使用者）に対して不当な差別的扱いをするものでないこと。

（地方公営企業法第21条）

（水道法第14条第２項、下水道法第20条第２項）

（水道料金算定要領より）
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２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

料金体系の制度概要

17

水道料金算定要領に基づく体系：口径別基本料金+均一制従量料金
口径により水道メーターの単価が異なるため、各使用者のサービス供給に必要な原価に基づき料金を設定することが可能



２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

鷹栖町が採用している体系：基本料金

用途別
・使用用途（家事用、家事用以外など）で区分し料金を賦課する制度
・鷹栖町は「家事用」「家事用以外」「会館消防用」で区分
・「家事用」を設定することで、生活用水の低廉化を図ることが可能
・用途の区分が明確ではなく、客観性に欠ける
→「料金の激変を招かないよう漸進的に解消すること」とされている

基本水量
・基本料金に「基本水量」として、一定水量を付与し負担させる制度
・鷹栖町は８㎥で設定
・公衆衛生の向上、生活用水の使用促進を目的とし採用され、基本水量以
内であれば定額料金（＝基本料金）となる

→「料金の激変を招かないよう漸進的に解消すること」とされている
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２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

鷹栖町が採用している体系：従量料金

逓増制
・使用水量が増加するに従い単価が上がる制度（従量料金の差別料金制）
・鷹栖町では「家事用以外」で採用し、21～50㎥は水道249円・下水道
166円、51㎥以上は水道268円・下水道210円としている

・水需要が多かった時代に、使用水量が多い使用者に対する負担を増やし、
使用水量を抑制する目的で採用された

→「従量料金は均一料金制が原則」
「従量料金の差別料金制は廃止することが妥当」とされている

現行の基本水量制、用途別、逓増制を廃止し、
基本料金（口径別）・使用料（一律）、均一料金を採用した体系の検討

体系見直しの検討
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２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

水道事業の対象経費

営業費用 ８億5,760万円
資産維持費 ２億8,230万円

合計 11億3,990万円
２億2,800万円／年

下水道事業の対象経費

営業費用 ３億6,510万円
資産維持費 １億4,890万円

合計 ５億1,400万円
１億280万円／年

水道料金で賄う額

下水道使用料で賄う額
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２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

改定案Ａ

水 道：口径別基本料金＋１㎥当たりの従量料金
・基本料金：13mm、20mm、25mm、40mm、50mm、75mmの６区分
従量料金：使用水量１㎥から賦課される均一料金

・使用水量８㎥で3,280円/税抜（1,520円増加）

下水道：基本使用料＋１㎥当たりの従量料金
・基本使用料：全使用者一律の使用料
従量使用料：使用水量１㎥から賦課される均一使用料

・使用水量８㎥で2,850円/税抜（1,602円増加）

口径別・従量制にすることで、
使用水量が少ない使用者負担が大幅に増加する結果に
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２ 水道料金・公共下水道使用料水準の検討

改定案B・C・D・E

【採用】基本料金：８㎥までの基本水量制
【採用】超過料金：使用水量９㎥以上に賦課される１㎥当たりの料金
【廃止】家事用以外に採用していた用途別、逓増制を廃止

使用者負担を急増させない料金体系の検討

22

案 体系 算定期間内の必要経費 使用者負担の軽減

Ｂ ８㎥までの
基本水量制

＋
９㎥以上の
超過料金

維持管理費＋資産維持費25％ 軽減なし

Ｃ
維持管理費＋資産維持費０％

軽減なし

Ｄ 月・一律500円減額

令和３年度審議会の答申や付帯意見を参考に



３ 請求方法の検討
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・請求方法 ２か月に１回検針し、水量を２か月で割り、毎月請求する
・費用（R8予算） 口座振替・コンビニ収納手数料 138万円

納付書の印刷製本費 22万円
年間合計 160万円×５年間

＝800万円

現行

３ 請求方法の検討

検討

・請求方法 ２か月に１回検針し、合計水量を２か月に１回請求する
・費用（見込み） 年間合計 65万円×５年間＝325万円
・アンケート結果
Q「毎月払い」から「２か月分を２か月に１回まとめて支払い」に変更
A 反対：約24％

理由：「１回の支払額が増えるため」 65％
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４ 第４回審議会の日程
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３ 全体スケジュール

委嘱状の交付、会⾧・副会⾧の選出、諮問、
上下水道事業の概要、料金・使用料水準と体系の考え方

第１回 令和８年６月29日

第２回 令和８年７月13日
視察：石狩川浄水場（旭川市）

第３回 令和８年８月28日
WEBアンケートの結果やまちづくり出前講座の開催報告、
料金・使用料体系や改定率の検討と現行比較、請求方法の検討

第４回 令和８年９月４日

第３回検討結果の財政計画（案）確認、答申書の検討

答 申 令和８年９月下旬

以上が審議会の開催予定
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水道料金 下水道使用料 上下水道計 水道料金 下水道使用料 上下水道計 水道料金 下水道使用料 上下水道計 水道料金 下水道使用料 上下水道計
8㎥まで 1,760 1,248 3,008 2,920 1,250 4,170 2,920 1,250 4,170 2,420 1,250 3,670
9㎥ 1,980 1,404 3,384 3,210 1,470 4,680 3,160 1,470 4,630 2,660 1,470 4,130
10㎥ 2,200 1,560 3,760 3,500 1,690 5,190 3,400 1,690 5,090 2,900 1,690 4,590
11㎥ 2,420 1,716 4,136 3,790 1,910 5,700 3,640 1,910 5,550 3,140 1,910 5,050
12㎥ 2,640 1,872 4,512 4,080 2,130 6,210 3,880 2,130 6,010 3,380 2,130 5,510
13㎥ 2,860 2,028 4,888 4,370 2,350 6,720 4,120 2,350 6,470 3,620 2,350 5,970
14㎥ 3,080 2,184 5,264 4,660 2,570 7,230 4,360 2,570 6,930 3,860 2,570 6,430
15㎥ 3,300 2,340 5,640 4,950 2,790 7,740 4,600 2,790 7,390 4,100 2,790 6,890
16㎥ 3,520 2,496 6,016 5,240 3,010 8,250 4,840 3,010 7,850 4,340 3,010 7,350
17㎥ 3,740 2,652 6,392 5,530 3,230 8,760 5,080 3,230 8,310 4,580 3,230 7,810
18㎥ 3,960 2,808 6,768 5,820 3,450 9,270 5,320 3,450 8,770 4,820 3,450 8,270
19㎥ 4,180 2,964 7,144 6,110 3,670 9,780 5,560 3,670 9,230 5,060 3,670 8,730
20㎥ 4,400 3,120 7,520 6,400 3,890 10,290 5,800 3,890 9,690 5,300 3,890 9,190
21㎥ 4,649 3,286 7,935 6,690 4,110 10,800 6,040 4,110 10,150 5,540 4,110 9,650
50㎥ 11,870 8,100 19,970 15,100 10,490 25,590 13,000 10,490 23,490 12,500 10,490 22,990
100㎥ 25,270 18,600 43,870 29,600 21,490 51,090 25,000 21,490 46,490 24,500 21,490 45,990
200㎥ 52,070 39,600 91,670 58,600 43,490 102,090 49,000 43,490 92,490 48,500 43,490 91,990
217㎥ 56,626 43,170 99,796 63,530 47,230 110,760 53,080 47,230 100,310 52,580 47,230 99,810
218㎥ 56,894 43,380 100,274 63,820 47,450 111,270 53,320 47,450 100,770 52,820 47,450 100,270
245㎥ 64,130 49,050 113,180 71,650 53,390 125,040 59,800 53,390 113,190 59,300 53,390 112,690
246㎥ 64,398 49,260 113,658 71,940 53,610 125,550 60,040 53,610 113,650 59,540 53,610 113,150
300㎥ 78,870 60,600 139,470 87,600 65,490 153,090 73,000 65,490 138,490 72,500 65,490 137,990
400㎥ 105,670 81,600 187,270 116,600 87,490 204,090 97,000 87,490 184,490 96,500 87,490 183,990
500㎥ 132,470 102,600 235,070 145,600 109,490 255,090 121,000 109,490 230,490 120,500 109,490 229,990
600㎥ 159,270 123,600 282,870 174,600 131,490 306,090 145,000 131,490 276,490 144,500 131,490 275,990
700㎥ 186,070 144,600 330,670 203,600 153,490 357,090 169,000 153,490 322,490 168,500 153,490 321,990
800㎥ 212,870 165,600 378,470 232,600 175,490 408,090 193,000 175,490 368,490 192,500 175,490 367,990
900㎥ 239,670 186,600 426,270 261,600 197,490 459,090 217,000 197,490 414,490 216,500 197,490 413,990
1000㎥ 266,470 207,600 474,070 290,600 219,490 510,090 241,000 219,490 460,490 240,500 219,490 459,990
1100㎥ 293,270 228,600 521,870 319,600 241,490 561,090 265,000 241,490 506,490 264,500 241,490 505,990
1200㎥ 320,070 249,600 569,670 348,600 263,490 612,090 289,000 263,490 552,490 288,500 263,490 551,990
1300㎥ 346,870 270,600 617,470 377,600 285,490 663,090 313,000 285,490 598,490 312,500 285,490 597,990
1400㎥ 373,670 291,600 665,270 406,600 307,490 714,090 337,000 307,490 644,490 336,500 307,490 643,990
1500㎥ 400,470 312,600 713,070 435,600 329,490 765,090 361,000 329,490 690,490 360,500 329,490 689,990

家事用以外 現行と改定案 比較
ＣＢ Ｄ現行使用水量


